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二
〇
一
六
年
六
月
二
三
日
の
国
民
投
票
、
イ
ギ
リ
ス
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
連
合
を
離
脱
す
る
と
い
う
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー
ス
が
世
界
を
駆
け
め

ぐ
っ
た
。
一
体
イ
ギ
リ
ス
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
に
わ
か
に
イ

ギ
リ
ス
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
事
実
、
関
連
本
が
異
例
の
売

れ
行
き
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。か
つ
て
の
イ
ギ
リ
ス
へ
の
関
心
は
、

産
業
革
命
の
発
祥
の
地
や
福
祉
国
家
の
モ
デ
ル
な
ど
歴
史
的
な
も
の

が
強
か
っ
た
が
、そ
の
な
か
で
も
議
会
主
義
の
母
国
と
し
て
の
姿
が
、

自
由
民
権
運
動
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
戦
後
民
主
主
義
の
影
響
に

よ
っ
て
、
と
り
わ
け
日
本
で
は
注
視
さ
れ
て
き
た
。
事
実
、
現
在
で

も
議
会
史
は
、
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
に
確
固
と
し
た
地
位
を
築
い
て
い

る
。
そ
の
議
会
史
研
究
の
日
本
に
お
け
る
第
一
人
者
で
あ
る
青
木
康

氏
の
編
に
よ
っ
て
、
本
書
『
イ
ギ
リ
ス
近
世
・
近
代
史
と
議
会
制
統

治
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
関
心
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
本
書
の
由
来
は
、
冒
頭
に
編
者
に
よ
っ
て
簡
潔
に
説
明
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、「
イ
ギ
リ
ス
、
少
な
く
と
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
比

較
的
順
調
に
議
会
制
が
発
展
し
た
と
す
る
と
、
そ
の
順
調
さ
は
ど
う

し
て
可
能
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、〔
中
略
〕
議
会
政
治
の
発
展
は

本
当
の
順
調
で
あ
っ
た
ろ
う
か
」
と
い
う
問
い
に
端
を
発
し
、「
イ

ギ
リ
ス
史
に
お
け
る
議
会
制
統
治
モ
デ
ル
の
限
界
」
と
い
う
共
同
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
起
源
を
も
つ
と
さ
れ
る
。
そ
の
成
果
が
本
書
で

あ
る
。

　
本
書
の
構
成
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
括
弧
内
は
執
筆

者
）。

　
序
　（
青
木
康
）

第
Ⅰ
部
　
代
表
制
議
会

第
一
章
　
近
世
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
に
お
け
る
下
院
議
員
の
選
出
様

態
（
仲
丸
英
起
）

第
二
章
　
一
八
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
西
部
の
下
院
議
員
（
青
木

康
）

第
三
章
　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
代
表
議
員
の
政
治
的
機
能
　

一
七
〇
七
～
一
七
四
七
年
（
松
園
伸
）

書
　
評

青
木
康 
編

『
イ
ギ
リ
ス
近
世
・
近
代
史
と
議
会
制
統
治
』

（
吉
田
書
店
、
二
〇
一
五
年
）

長
谷
川
　
貴
彦
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第
四
章
　
王
政
復
古
期
に
お
け
る
五
港
統
治
と
下
院
議
員
選
挙

（
辻
本
諭
）

第
五
章
　
ブ
リ
ッ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
都
市
自
治
体
と
一
七
八
〇
年

総
選
挙
（
青
木
康
）

第
Ⅱ
部
　
海
洋
帝
国
の
議
会

第
六
章
　
私
掠
と
密
輸
（
薩
摩
真
介
）

第
七
章
　
ジ
ャ
リ
ッ
ト
・
ス
ミ
ス
（
一
柳
峻
夫
）

第
八
章
　
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
海
難
者
送
還
シ
ス
テ

ム
と
議
会
制
定
法
（
金
澤
周
作
）

第
九
章
　
減
税
か
賠
償
か
（
川
分
圭
子
）

第
Ⅲ
部
　
議
会
制
統
治
の
外
縁
部

第
一
〇
章
　
近
世
イ
ギ
リ
ス
の
ス
タ
ナ
リ
議
会
（
水
井
万
里
子
）

第
一
一
章
　
ア
ル
バ
ー
ト
公
に
よ
る
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
公
領
の
経

営
改
善
と
議
会
政
治
（
君
塚
直
隆
）

コ
メ
ン
ト
　
選
挙
区
と
利
害
　（
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
バ
リ
ー
）

　
こ
う
し
て
見
る
と
本
書
の
論
考
の
多
く
が
、近
世
・
近
代
と
は
言
っ

て
も
、
一
八
世
紀
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
い

わ
ゆ
る
研
究
史
批
判
を
お
こ
な
う
記
述
が
な
い
た
め
に
、
読
者
に
は

本
書
の
研
究
史
上
の
位
置
づ
け
が
わ
か
り
づ
ら
い
か
も
知
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
や
や
迂
遠
な
回
路
を
と
る
が
、
近
世
・
近
代
イ
ギ
リ

ス
史
研
究
に
お
け
る
議
会
史
の
叙
述
を
振
り
返
っ
て
み
る
。
そ
う
す

れ
ば
、
議
会
史
が
歴
史
解
釈
に
お
い
て
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
き

た
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

＊
＊

　
近
代
イ
ギ
リ
ス
史
学
の
起
点
と
な
る
の
は
、
一
九
世
紀
の
リ
べ
ラ

リ
ズ
ム
の
申
し
子
た
る
ホ
イ
ッ
グ
の
歴
史
家
た
ち
の
解
釈
で
あ
っ

た
。マ
コ
ー
リ
に
始
ま
り
ト
レ
ヴ
ェ
リ
ア
ン
に
至
る
歴
史
家
た
ち
は
、

一
七
世
紀
の
市
民
革
命
に
続
く
一
世
紀
を
二
大
政
党
制
、
議
院
内
閣

制
、
制
限
君
主
制
な
ど
一
九
世
紀
に
絶
頂
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
自

由
な
る
国
制
の
順
調
な
る
発
展
の
歴
史
と
し
て
捉
え
た
。
そ
れ
は
、

パ
ク
ス
ブ
リ
タ
ニ
カ
と
し
て
文
明
の
絶
頂
に
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
歴
史
意
識
を
反
映
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
ホ
イ
ッ
グ
史
観
は
、
存
立
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
パ
ク
ス

ブ
リ
タ
ニ
カ
の
凋
落
が
顕
在
化
し
て
く
る
戦
間
期
か
ら
、
そ
の
限
界

を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ハ
ー
バ
ー
ト
・
バ
タ
フ
ィ
ー
ル
ド『
ホ

イ
ッ
グ
史
観
批
判
』（
原
著
一
九
三
一
年
）
が
、
そ
の
嚆
矢
と
な
っ

て
い
る
。

   

こ
う
し
た
歴
史
哲
学
的
批
判
に
続
い
て
登
場
し
た
の
が
、
ル
イ
ス
・

ネ
ー
ミ
ア
に
よ
る
実
証
主
義
的
な
批
判
で
あ
る
。
ネ
ー
ミ
ア
の
代

表
的
な
著
作
『
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
期
の
政
治
構
造
』（
原
著
一
九
二
九

年
）
な
ら
び
に
『
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
期
の
政
治
構
造
』（
原
著 

一
九
三
〇
年
）
は
、
綿
密
な
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
手
法
を
と
っ
て

庶
民
院
議
員
の
形
成
す
る
「
小
宇
宙
的
世
界
」
を
描
き
出
し
た
作
品
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青
木
康 

編
『
イ
ギ
リ
ス
近
世
・
近
代
史
と
議
会
制
統
治
』（
長
谷
川
）

で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
八
世
紀
の
政
治
史
の
主
た
る
舞
台
で

あ
る
議
会
は
、
ホ
イ
ッ
グ
史
観
が
理
想
化
し
て
描
い
た
よ
う
な
議
会

主
義
の
順
調
な
る
発
展
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
派
閥
と
縁
故
関
係

と
い
っ
た
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
錯
綜
す
る
世
界
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

ホ
イ
ッ
グ
と
ト
ー
リ
ー
の
二
大
政
党
間
で
の
政
策
論
争
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
宮
廷
派
と
カ
ン
ト
リ
ー
派
の
派
閥
政
治
が
跋

扈
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ネ
ー
ミ
ア
の
歴
史
観
は
、
戦
後

一
九
五
〇
年
代
の
冷
戦
時
代
の
保
守
的
な
雰
囲
気
と
フ
ィ
ッ
ト
す
る

も
の
で
あ
り
、
彼
は
こ
の
時
代
に
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
主
流
に
躍
り
出

た
。
そ
の
後
、
議
会
史
財
団
を
組
織
す
る
な
ど
、
庶
民
院
議
員
の
経

歴
に
関
す
る
大
編
纂
事
業
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

   

他
方
で
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
立
場
を
異
に
し
な
が
ら
貴
族
や

ジ
ェ
ン
ト
リ
が
支
配
階
級
を
形
成
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
エ
ド

ワ
ー
ド
・
ト
ム
ス
ン
を
嚆
矢
と
す
る
「
下
か
ら
の
社
会
史
」
研
究
に

お
い
て
も
共
有
さ
れ
て
き
た
。
ト
ム
ス
ン
に
よ
れ
ば
、
シ
ャ
リ
ヴ
ァ

リ
や
食
糧
蜂
起
、
時
間
と
規
律
、
女
房
売
り
な
ど
民
衆
文
化
の
成
立

を
支
え
て
い
る
の
が
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
と
群
衆
の
互
酬
関
係
か
ら
な
る

政
治
社
会
構
造
で
あ
っ
た
。
ト
ム
ス
ン
は
、
構
造
的
に
安
定
し
た
社

会
で
の
階
級
間
の
互
酬
関
係
を
分
析
対
象
と
し
て
い
る
点
に
お
い

て
、
ネ
ー
ミ
ア
史
学
と
同
じ
く
ホ
イ
ッ
グ
史
観
の
進
歩
史
観
・
定
向

法
則
史
観
に
対
す
る
批
判
者
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ

で
の
議
会
は
、「
旧
き
腐
敗
」
の
巣
窟
と
し
て
、
階
級
利
害
に
基
づ

く
民
衆
へ
の
抑
圧
的
な
法
の
制
定
主
体
と
し
て
立
ち
現
れ
て
く
る
こ

と
に
な
る
。

　
こ
う
し
た
ホ
イ
ッ
グ
史
観
に
対
す
る
修
正
的
な
見
解
を
受
け
て
登

場
し
て
き
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
ネ
オ
・
ホ
イ
ッ
グ
派
の
歴
史
家
た
ち

で
あ
り
、
一
九
六
〇
年
代
、
七
〇
年
代
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の

ジ
ャ
ッ
ク
・
プ
ラ
ム
門
下
で
薫
陶
を
受
け
た
ジ
ョ
ン
・
ブ
ル
ー
ワ
、

ジ
ョ
ア
ン
ナ
・
イ
ニ
ス
、
リ
ン
ダ
・
コ
リ
ー
、
ロ
イ
・
ポ
ー
タ
ー
な

ど
を
中
心
と
し
て
い
る
。「
ネ
オ
・
ホ
イ
ッ
グ
」
と
言
わ
れ
る
呼
称

か
ら
連
想
し
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
単
に
ホ
イ
ッ
グ

史
観
へ
の
回
帰
を
唱
え
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

　
た
と
え
ば
、
ブ
ル
ー
ワ
は
、
早
く
か
ら
ポ
ー
コ
ッ
ク
の
マ
キ
ャ
ベ

リ
的
契
機
の
問
題
提
起
が
も
た
ら
し
た
重
要
性
に
気
付
き
、「
宮
廷

派
」
と
「
カ
ン
ト
リ
ー
派
」
と
の
間
に
あ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
対
抗

に
注
目
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ブ
ル
ー
ワ
は
、
こ
れ
ら
の
政
策
論
争
自

体
が
一
種
の
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
機
能
し
、
国
家
の
統
合
力
を
高
め
て

い
っ
た
点
に
も
注
目
す
る
。
ブ
ル
ー
ワ
は
、「
宮
廷
派
」
と
「
カ
ン

ト
リ
ー
派
」
の
対
抗
の
な
か
に
効
率
的
な
行
財
政
府
を
も
つ
財
政
軍

事
国
家
を
形
成
し
て
い
く
重
要
な
契
機
を
発
見
し
、
ネ
ー
ミ
ア
史
学

の
停
滞
的
な
議
会
ヘ
の
イ
メ
ー
ジ
に
大
き
な
変
容
を
迫
っ
た
。
他
方

で
、
ジ
ョ
ア
ン
ナ
・
イ
ニ
ス
に
お
い
て
は
、
福
祉
国
家
論
的
関
心
か

ら
議
会
を
問
題
と
す
る
。
一
八
世
紀
の
議
会
で
は
、「
公
共
善
」
を

め
ぐ
る
社
会
政
策
的
主
題
に
関
わ
る
問
題
の
議
論
が
お
こ
な
わ
れ
、
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法
案
化
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
こ
で
の
主
役
は
、「
平
議
員
」
で
あ
っ

た
。
彼
ら
は
、
ネ
ー
ミ
ア
史
学
が
描
い
た
よ
う
な
宮
廷
派
の
パ
ト
ロ

ン
政
治
の
な
か
で
翻
弄
さ
れ
て
い
く
議
員
で
は
な
く
、
社
会
政
策
立

法
を
議
会
に
持
ち
込
み
、
法
案
を
起
草
し
論
議
す
る
能
動
的
な
主
体

と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
編
者
の
青
木
氏
は
、
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
こ
の
ネ
オ
・
ホ
イ
ッ

グ
派
に
注
目
し
て
、
そ
の
動
向
の
紹
介
を
お
こ
な
っ
て
き
た
「
先
見

の
明
」
を
も
っ
た
研
究
者
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
現
代
の
イ
ギ

リ
ス
本
国
に
お
け
る
議
会
史
研
究
も
、
基
本
的
に
ネ
オ
・
ホ
イ
ッ
グ

派
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
も
と
に
進
展
し
て
き
て
い
る
。
以
下
、
こ
れ
ら

の
点
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
本
書
の
特
質
な
ら
び
に
論
点
と
な
る

問
題
を
抽
出
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

＊
＊
＊

　
第
一
は
、
国
家
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
示
し

て
き
た
ネ
オ
・
ホ
イ
ッ
グ
派
に
比
べ
て
、
本
書
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
あ

く
ま
で
も
地
域
史
的
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
探
求
に
主
眼
を
お
い
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
ネ
オ
・
ホ
イ
ッ
グ
派
に
お
い
て
、た
と
え
ば
、イ
ニ
ス
は
、

「
地
方
自
治
」
と
い
う
ホ
イ
ッ
グ
史
観
の
福
祉
国
家
版
た
る
ウ
ェ
ッ

ブ
史
観
へ
の
批
判
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
ウ
ェ
ッ
ブ
に

お
い
て
は
、
一
八
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
、
絶
対
王
政
の
中
央
政

府
の
恣
意
的
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
地
域
社
会
が
、
治
安
判
事
を
頂

点
と
す
る
名
望
家
に
よ
る
自
治
を
お
こ
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
と

こ
ろ
が
実
際
は
、
中
央
政
府
と
地
域
社
会
と
の
間
に
は
緊
密
な
交
流

関
係
が
あ
り
、
そ
れ
が
、
一
連
の
社
会
政
策
立
法
を
生
み
出
す
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
例
の
「
平
議
員
」
た
ち
は
「
地
方
法
」
と
い

う
特
定
地
域
に
適
応
さ
れ
る
よ
う
な
個
別
の
法
案
を
全
国
議
会
で
論

議
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、議
会
討
論
の
た
め
発
行
さ
れ
る
小
冊
子
、

ま
た
そ
の
新
聞
報
道
な
ど
を
通
じ
て
法
案
の
中
身
が
広
く
一
般
に
明

ら
か
と
な
り
、
ほ
か
の
地
域
で
も
そ
れ
と
同
様
の
社
会
政
策
的
実
践

を
導
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
国
家
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
し
て
、
本
書
の
著
者
た
ち

の
ね
ら
い
は
、
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
第
Ⅰ

部
　
代
表
制
議
会
」
で
は
、「
下
院
の
議
席
が
配
分
さ
れ
、
議
員
が

あ
る
地
域
か
ら
中
央
の
議
会
に
送
ら
れ
て
も
、
議
員
が
そ
の
地
域
社

会
の
代
表
と
し
て
は
必
ず
し
も
働
か
な
い
。
そ
も
そ
も
選
挙
で
議
員

が
地
域
社
会
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
す
ん
な
り
と
決
ま
る
わ
け
で

は
な
い
と
い
う
点
」（
二
頁
）
を
問
題
と
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
本

書
は
こ
の
よ
う
に
古
典
的
な
地
域
代
表
か
国
民
代
表
か
の
問
題
に
立

ち
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
地
域
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
議
員
選
出
の
プ

ロ
セ
ス
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ー
ン
ウ
ォ

ル
、
ブ
リ
ッ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
、
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
や
ド
ー
ヴ
ァ
な
ど
の

五
港
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
西
部
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
の
議
員

の
実
像
を
深
化
さ
せ
て
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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青
木
康 

編
『
イ
ギ
リ
ス
近
世
・
近
代
史
と
議
会
制
統
治
』（
長
谷
川
）

　
第
二
に
、
ホ
イ
ッ
グ
史
学
以
来
、
イ
ギ
リ
ス
例
外
主
義
を
唱
え
て

常
に
一
国
史
的
で
あ
る
と
言
わ
れ
た
議
会
史
研
究
に
お
い
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
い
し
は
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
加
味

し
て
い
る
点
で
あ
る
。
近
年
の
議
会
史
に
お
け
る
対
外
的
な
モ
メ
ン

ト
を
再
発
見
し
て
強
調
し
た
の
は
、
マ
イ
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
に
よ
る

一
八
三
二
年
の
議
会
改
革
に
お
け
る
植
民
地
利
害
の
影
響
を
強
調
し

た
論
文
が
嚆
矢
と
な
ろ
う
。
テ
イ
ラ
ー
の
諸
研
究
は
、
議
会
改
革
を

中
産
階
級
、
功
利
主
義
急
進
派
な
ど
の
国
内
的
要
因
に
よ
っ
て
説
明

し
て
き
た
従
来
の
解
釈
を
批
判
し
て
、
カ
リ
ブ
海
な
ど
の
海
外
諸
権

益
の
影
響
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
画
期
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
１
）
。

彼
は
、
実
証
的
な
イ
ギ
リ
ス
史
学
の
な
か
に
あ
っ
て
、
言
語
論
的
転

回
や
文
化
論
的
転
回
な
ど
の
諸
「
転
回
」
を
主
導
し
て
き
た
歴
史
家

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
論
文
は
空
間
論
的
転
回
を
議
会
史
の
な
か
で

実
践
し
て
い
た
も
の
と
言
え
る
。

　
そ
の
こ
と
を
本
書
で
論
じ
て
い
る
の
は
、「
第
Ⅱ
部
　
海
洋
帝
国

の
議
会
」
の
諸
論
文
で
あ
り
、本
書
の
研
究
が
進
展
す
る
に
つ
れ
て
、

「
イ
ギ
リ
ス
が
海
洋
帝
国
と
し
て
大
き
く
発
展
し
た
と
い
う
歴
史
的

現
実
を
反
映
し
て
、
具
体
的
に
は
植
民
地
を
含
む
海
外
に
か
か
わ
る

諸
利
害
が
ど
の
よ
う
に
議
会
に
代
表
さ
れ
て
い
た
か
」
が
問
題
と

な
っ
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
議
会
史
と
の
関
連
で
言
え

ば
、
議
員
の
構
成
に
つ
い
て
、
地
域
社
会
の
「
生
ま
れ
な
が
ら
の
支

配
者
」
と
し
て
の
地
主
貴
族
・
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
と
さ
れ
て
き
た
歴

史
像
に
修
正
を
迫
る
も
の
で
あ
り
、
商
業
利
害
、
製
造
業
利
害
、
と

り
わ
け
植
民
地
利
害
が
表
出
さ
れ
て
い
く
場
と
し
て
議
会
を
捉
え
る

こ
と
に
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
私
掠
行
為
、
ブ
リ
ス
ト
ル
商
人
、
海

難
問
題
、奴
隷
制
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
、

本
書
の
研
究
史
上
の
意
義
を
高
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
三
に
、「
外
縁
部
」
の
問
題
で
あ
る
。
本
書
で
の
言
う
と
こ
ろ

の
「
外
縁
部
」
は
、「
地
域
利
害
に
関
す
る
下
院
以
外
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

を
探
求
す
る
も
の
と
し
て
、「
議
会
に
よ
る
統
制
が
徐
々
に
、
し
か

も
間
接
的
に
し
か
及
ば
な
か
っ
た
二
つ
の
利
害
」（
＝
デ
ヴ
ォ
ン
と

コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
通
常
言
わ
れ

る
「
外
縁
」
と
は
、「
ブ
リ
テ
ン
史
に
お
け
る
ケ
ル
ト
周
辺
部
」
の

こ
と
で
あ
り
、
本
書
で
は
第
３
章
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
主
題
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
問
題
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
て

も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
な
ど
と
の
関
連
の
問
題
、
す
な
わ
ち
ブ
リ
テ
ン
史
と
し
て
の
四

つ
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
く
歴
史
解
釈
は
、
ジ
ョ
ン
・

ポ
ー
コ
ッ
ク
に
起
源
を
も
つ
と
さ
れ
る
が
、リ
ン
ダ
・
コ
リ
ー
の
『
ブ

リ
テ
ン
史
』（
原
著 

一
九
九
二
年
）
の
成
功
以
来
、
一
世
を
風
靡
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ジ
ョ
ア
ン
ナ
・
イ
ニ
ス
に
い
た
っ
て
は
、

議
会
を
通
じ
て
四
つ
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
接
合
さ
れ
、「
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
国
民
」
な
ら
ぬ
「
議
会
主
義
」
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
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史
苑
（
第
七
七
巻
第
一
号
）

テ
ィ
と
す
る
国
民
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
大
胆
な
問
題
提
起
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
本
書
に
対
す
る
な
い
も
の
ね
だ
り
の
感
は
あ
る
が
、

学
界
全
体
に
と
っ
て
の
課
題
と
し
て
、
こ
こ
で
は
問
題
を
指
摘
す
る

に
と
ど
め
た
い
。

　
以
上
、
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
本
書
は
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
議
会
史

研
究
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
意
識
し
つ
つ
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
読
者
に
と
っ
て
わ
か
り
づ
ら
い
の
は
、
個
々

の
論
文
が
極
め
て
詳
細
な
実
証
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
本
書
の
長
所
で
あ
る
と
同
時
に
短
所
と
も
な
っ

て
い
る
。
評
者
が
、
本
書
に
対
し
て
抱
く
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
感

情
は
、
こ
の
点
に
由
来
す
る
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
ネ

オ
・
ホ
イ
ッ
グ
派
（
と
評
者
に
は
思
わ
れ
る
）
の
編
者
の
青
木
氏
に

と
っ
て
み
ず
か
ら
の
よ
っ
て
立
つ
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
あ
え
て
言
及

す
る
ま
で
も
な
く
自
明
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
を

明
示
し
て
い
る
代
表
作
『
議
員
は
選
挙
区
を
選
ぶ
』（
山
川
出
版
社
、

一
九
九
七
年
）
以
降
の
青
木
氏
は
実
証
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
傾
斜
し
て

い
っ
た
が
、
本
書
は
実
証
性
に
軸
足
を
お
い
た
構
成
と
し
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
書
が
、
日
本
に
お
け
る
近
世
・

近
代
イ
ギ
リ
ス
議
会
史
に
関
す
る
本
格
的
な
研
究
論
集
と
し
て
、
今

後
と
も
重
要
な
文
献
と
し
て
参
照
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
か

ろ
う
。
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